
（別紙様式＝小学校用）

都道府県番号 ３４

都道府県名 広　島

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【　①■　　②□　　③□　】

                                                              ＊重点をおいた観点にチェックすること

Ⅰ　学校名及び規模

学校名 　三原市立須波小学校

学年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 計 教員数

学級数 １ １ １ １ １ １ ６

児童数 ２０ ３０ ２４ ３３ ２９ ２９ １６５
１２

Ⅱ　研究の概要

（１）研究主題

　　確かな学力を育てる授業

　　　　　　　　　　　　－習熟度別学習の工夫と教材開発を通して－

　（２）研究主題の趣旨

　本校は，平成１２年度よりＴＴを生かして，児童の興味・関心によるコース別学習に取り組ん

できた。また，基礎的計算の向上にも力を入れ効果を上げてきた。しかし，その過程で学習のス

ピード，習熟の程度に個人差があり，その克服が課題となった。そこで，平成１４年度より一人

一人に確かな学力を身につけさせる学習方法の工夫の一つとして習熟度別学習に着目し，一人一

人に「わかった」という実感をもたせ，学習への意欲や態度を育てながら学ばせていこうと取組

みを開始した。

Ⅲ　研究の概要

（１）研究推進体制の工夫

　　　＜組織＞

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　

　　　３年次は，論理的思考力等の基礎となる国語力を培っていく必要性も見えてきているので，国語科

の指導と改善をしていく面においても教研推進委員会を国語部会・算数部会に分けて研究を深める。

　（２）研究の実際

　　習熟に応じた教材づくり
＜第６学年の事例より＞

校長

教頭

教研推進委員会

全体研究

高学年部会低学年部会

教務主任

教研主任

低学年代表

高学年代表

国語部会
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　（３）研究の成果と課題

データー③は，習熟度に応じた教材を工夫することにより図形や数量における知識・理解がどの

ようになったかを調査した結果である。

　　Ａ層の児童は，昨年度１２月に行った単元テストと今回のテストでは，100％の得点率で変わりは

なかったが，Ｂ層の児童は，９０％から９５％に向上し，Ｃ層の児童は，７５％から８５％に得点

率が向上している。

学習形態
基礎コース（１３人）

（習熟度別少人数制）

発展コース（１６人）

（習熟別少人数制）

学 習 の

めあて

複合立体の体積をいろいろな方法で求め

よう。

複合立体の体積をよりよい方法で求めよう。

問 題 提

示

立方体・L 字型立体を提示し，体積をいろ

いろな方法で

求めていく。

凹型・凸型の立体を提示して，自分で選び，い

ろいろな方法を考え，グループ討議をしてより

よい方法を導き

だす。

支援

○実物の立体模型を使い，分割・仮定の操

作ができるようにする。

○立方体との比較により，既習の学習が使

えるようにする。

○友達同士（２人組）で説明する活動を取

り入れ理解が深まるようにする。

○ヒントコーナーを設け，４年で学習したＬ字

型面積の求め方の方法を提

示する。

○多様な方法で求めてよりよい

方法で求める。

○実物の立体模型を使い，

分割・仮定の操作がで

きるようにする。（オアシス）

○グループごとに説明する活動を

取り入れ，お互いの考えを学び

合う。

適用題

凹型・凸型の体積の求め方を考える。 回型・Ｆ字型の立体の体積をよりよい方法で

求める。
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データー③　単元別テストの得点率の変化
（知識・理解）
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　　　　 データ④は，全校児童を対象に昨年度（平成１５年２月）に行った教研式ＣＲＴ観点別学習状況

と今年度（平成１６年１月）に行った教研式ＣＲＴ観点別学習状況での知識・理解の変化の結果で

ある。

データーが示す通りどの学年も向上しており，４つの学年で得点率が９５％を超えている。

　　 以上のことから，習熟に応じた教材づくりや教具の工夫を行うことにより，図形や数量について

知識・理解が高まったととらえている。

＜成果＞

　習熟度に応じた教材づくりや教具の工夫を行うことにより，数量・図形についての知識・理

解が高まった。

　　　　データー⑦は，全校児童を対象に平成１５年２月に行った「教研式ＣＲＴ観点別学習状況」と平

成１６年１月に行った「教研式ＣＲＴ観点別学習状況」の「数学的な考え方」の変容の結果である。

この結果から，「数学的な考え方」は昨年度よりは向上している。

しかし「知識・理解」「表現・処理」の項目と比較すると，低い状態にある。また９０％に達し

ていない学年が３学年もある。３年次は問題解決を楽しみ，間違ってもあきらめず取り組む中で，

思考力を高めていく方向をさぐりたい。そこで，算数的活動をどの場面で，どのような活動を何に

よって取り入れていくのかを授業形態との関連の中で深めていく。

＜課題＞

　「確かな学力」（学んだ力・学ぶ力・学ぼうとする力）を位置づけ，特に「学ぼうとする力」

（意欲・関心・態度）とそのための支援のあり方を探る。

　　○　授業形態の工夫（どの場面でどの形態を取り入れるか）

　　　○　算数的活動の工夫（どの場面でどのような活動を取り入れるか）
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データー④　観点別学習状況の変化（知識・理解）
第２学年～第６学年
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データー⑦　観点別学習状況の変化（数学的な考え方）
第２学年～第６学年
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　（４）研究成果の普及の方策

　　　○開催実績

　　　　第２２回　公開研究会

　　　　【日　時】平成１５年１０月９日（木）

　　　　【場　所】三原市立須波小学校

　　　　【対　象】教職員・保護者・地域

　　　　【目　的】学力向上に向けた教職員の授業力を高め、研究を他校に普及していくため。

　　　○開催予定

　　　　第２３回　公開研究会

　　　【日　時】平成１６年　９月３０日（木）

　　　　【場　所】三原市立須波小学校

　　　　【対　象】教職員・保護者・地域

　　　　【目　的】学力向上に向けた教職員の授業力を高め、研究を他校に普及していくため。

　　　○研究成果普及の実績

　　　・ＨＰにフロンティア情報を掲載している。

　　　・平成１５年度　本校視察を受けることによる研究内容の普及をした。

　　　・初任者研修（県立高校・中学校）の本校訪問による普及を行った。

　　　・全教科の単元ごとの判断基準表作成終了

　　　・算数科における一時間ごとの判断基準作成中

　　　・本年度研究実践のまとめ作成による改善

　　・ＨＰのフロンティア情報の更新

【新規校・継続校】　　　□１５年度からの新規校　　＊１４年度からの継続校

　

【学校規模】　　　　　　＊６学級以下　　　　　　　□７～１２学級

　　　　　　　　　　　　□１３～１８学級　　　　　□１９～２４学級

　　　　　　　　　　　　□２５学級以上

【指導体制】　　　　　　＊少人数指導　　　　　　　＊Ｔ．Ｔによる指導

　　　　　　　　　　　　□一部教科担任制　　　　　□その他

　

【研究教科】　　　　　　□国語　　　□社会　　　＊算数　　　□理科

　　　　　　　　　　　　□生活　　　□音楽　　　□図画工作　□家庭

　　　　　　　　　　　　□体育　　　□その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】　　　＊有　　　□無

　　　　　　　　　　　　　　　　

【特色ある取組み事例としての紹介したいポイント】

　習熟に応じた教材の工夫により，数量・図形についての知識・理解が高まったこと。
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